平成３０年度　第１０回座間市在宅医療と介護連携チーム子会議　会議録
平成３１年１月８日（火）18時30分～20時00分
サニープレイス　３階研修室
（1） 支援室より
　3つのワーキンググループを立ち上げる。「災害時対応研修会ワーキング検討会」テーマは災害時対応。①基本的な座間市の防災計画等の現状を聞くこと②被災地の事例　の2点を検討。介護連携推進事業の手引き書の中で「介護事業所同士の連携を話し合う場を作る」という項目があり災害時対応を基に介護事業所の横の連携を考える研修という位置づけになる。委員は5人で現在会議日程の調整を行っている。「職能別団体支援に関するワーキンググループ」介護事業所の連携の充実を図るためには介護関係職能別団体の充実が必要。まずは市内職能団体の現状把握をした後どのような支援をしたら団体のない職能団体が正式に団体として成立するか検討。
●研修会について
ワーキンググループで日程や部屋等の調整をする。手引き書では「地域の医療と介護の関係者が、お互いの業務の現状での専門性や役割を知り、忌憚のない意見交換のできる関係の構築」となっているのでテーマは問わない。災害時の介護事業所での困り感を共有し意見交換をシリーズ化できるワーキング。危機管理課に各介護事業所にマニュアルを配布してほしい旨依頼する等の対応を支援室として行う。講師も決定しかけている。次のワーキングで話しを詰めていきたい。
●それぞれに立ち上がるワーキンググループの位置づけとは
今回立ち上がったワーキンググループは研修のためのみ。今後どのようにしていくか今回のワーキンググループだけでなく委員の皆で話し合う等、研修をきっかけに「気づき」になれば。地域住民向けと事業所向けに踏み込みたい。研修参加人数が決定すれば危機管理課から避難場所マップを人数分もらえる事になっている。
●介護保険事業所間の連絡・連携に関する団体の構築について

もう1つの検討課題である「各団体を作る」件も皆と形を作っていきたい。
●医師向け研修について
医師会研修は3月に製薬会社からの研修。対象は医師会と事業所。4月以降睡眠薬使用制限が厳しくなり医師も研修を受けなければならない。睡眠薬服用数が少なくなる啓蒙を広める目的の研修会とした。ハーモニーホール2F会議室のため50～60人程度で周知は訪問看護・薬剤師等に絞ってアナウンスを考えている。それとは別に製薬会社がケアマネを対象に会を開きたいという案が3件くらいある。優先順位として今年度は医師会向けで4月以降にケアマネ向けになる。
●市が持っている研修の講師謝金予算とそれぞれの研修の対象について
在宅医療に関する研修の位置づけは、市民向け、医療介護連携の事業所向け、医師向けで各1つずつ。現在まで市民向けと在宅医療連携介護事業所向けの2つは終わっている。残り1つの医師向けがなかなか実施できないでいた。今回医師向け事業の講師費用で薬剤師向けが1つできた。医師向けに持っていた予算で医師向けでなく薬剤師向けにやって良いか課長に相談し許可が出た。それを介護事業所向けの位置づけではできない。対象を医師や医療関係者だけにせず広く事業所にする。全員でなくてもこの会議委員が参加する。医師と看護師を指定することで事業所の看護師も対象とする。製薬会社が関わっているのなら講師費用は掛からない。介護事業所の医療職向け研修の件に関しては製薬会社に確認し次回報告する。
●医師向け研修用講師予算を薬剤師向け研修で使い、その内容について

　　薬剤師の困り感に応えられる研修にするため薬剤師会学術担当と打ち合わせている。日々の業務の中で患者に薬の説明をする際、高齢者の場合は人生相談的な話しから薬剤師の範疇を超えてしまう相談もあり、どこに相談して良いのか判断に困る場合があるため、薬剤師向けに勉強会をしてほしいとの事であった。講師はケアマネに依頼するのがベストでは。ケアマネに介護保険の全体を話してもらいグループディスカッションで地域包括支援センター職員に入ってもらい質問に答えてもらう。現段階では座間市の薬剤師会のみ対象で2月6日19：30～　医師会会議室にて30人くらい。今年度内に行う研修をどのようにしていくか2月に報告する。
●ハートフルパーキング・医療と介護の連携ステッカーについて

東建座間ハイツの車両駐車の件で相模ヶ丘地区自治会長らと話し合い、土地は結構あるとの事で自宅に空いている駐車場がある一般市民に挙手してもらって看板を設置し、介護事業所・訪問看護の車を駐車できる仕組みを市内で作りたいとなった。これを検討した場合、協力者への謝礼を行政で若干負担する事はできないか。生活支援体制整備協議体でもこの話しが出ている。どのような形でスタートさせるか要検討。あんしんノートステッカーが代用できるなら相互に良い。ステッカーの普及は研修時に配布した100枚程度でいつでも配布できるよう準備している。そのステッカーがあれば市民宅提携駐車場を利用できるとなれば良い。地域包括支援センター職員は初めて訪問する家がほとんどのため、わざとマグネット式の社名の入ったステッカーにしたが、そのステッカーを貼ったがために通報される可能性を考え、そのステッカーも外さなければいけない訳の分からない状態になっている。ぜひ民間にそのステッカーのマークをつけさせてもらい、年1回くらい地図のメンテナンスを行い、訪問看護やヘルパーがある程度自由に駐車できるようにしたい。事故・保険の問題等を機能的に調査する部署がないと難しい部分もあるが前向きに取り組んでいきたい。
●今後支援室の活動の指針となるア～クについて

「在宅医療・介護連携推進事業の具体的取り組み（ア）～（ク）について」アンケートの情報を皆に開示できるようなシステムにする予定。今月中旬頃アンケートの取り直しを行う予定。医療機関と全介護事業所に更新の目的で（住所等の基本情報）。各事業所に記載してもらっている特徴をケアマネが興味を持っているのでまとめて伝えたい。「今回のアンケートはケアマネに開示する」と記載すると、特徴を書いてくれると思っている。その他もこの資料を見ると気づく事がたくさんある。これを基に話し合いはしているが実現はできていない。研修についても色々な意見があり「看取り」ではパンフレット等も見ている。
　以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
